
講
i.･J
J.千
等

漂

雲

高

に

寿

け

ち

江

戸
二

艶
許

連

詩

-1∴
嘗
冨
畢
脚
に
つ
い
て
も

住

商

に

津
軽
藩
.周
荘
州
北
新

に
直

し

､
面
と
北
Tb_
頴

に
索
kJ
覇

は
山

に
う
)･え
ぎ
ーり
汗

た
僻
遠

の
姫
で

､
媒
下
町
弘
前
か
-.(ii

羽
何

桁
窟

詔

い
に
秋

田

由山形
モ
経
て
卑
可

節
董

桑
折
_
ド

出

､
汀
二
戸
に
至

る
置

程
は
百
八
十
四
壁

､
そ

の
固
安
正
｡

_.

院
内

･
旧
一炊
等

の
簸

所

を
麺

え
て
行
か
揖
ぼ
な
ら
ず

､
し

か
も
適
属
♪

福
栄
{･

宿

雫
等
の
諸
設
備
は
貧
弱
轟

ti｡
る
も

の
千
あ

っ
た
｡
就
中
都
田

12
光
は
効

用
厚
も
深
牙

に
少
な

く
.L]
り

J
軍
事
的
な
患
伴

も
畑

折
っ
て
街
遍

の
子
へ
は
悪

く
そ

の
在
来
は
経
常

に
因
襲

で
番

っ
た
｡

か
く

の
甘

さ
斧
g
=
下

に
宙
か
打
た
津
登
簿

の
頭
声
と
ユ

戸

の
脚
は
､
切
回
に
し
て
連
絡
モ
行
.LTb
っ
た
千
苑
Tq
Jつ
か
.

南
更
科

LU
晃
石
に
鹿
聴
脚
′~
町
飛
脚
等

の
存
在
が
邦
ら
沼

る
'JJq
､
k)
り
m
t
垂
許

-
三

戸
同
モ
直
行
す
る
蕃
啓
確
固

が
コ
戸
時
代

全
件
モ
通
じ
重
要
TL7
,役
割
で
雫
し
て

い
る
こ

と
が
わ

か
石

も

こ

津
軽
藩

に

お
け

る
殖

脚

運
行
細
則
Tは
産

室
八
年
九
月
研

日
に
出
y
J粧
て
い

右
が.＼
そ

の
際
書
状

の
貴
さ

,
紙
筆

伏
帝
の
目
方
貫

､
か
な
り
鯉
か
･LJ･b
兵

に
つ
い
･tJ
の
承
極
め

が
薦

コ

糾
て
居
-
J
拐
碓
沃

b
,
r1
付
和
r
)J.>
て
行

っ
た

.

も
ち
ろ
ん
国
許

-
才

戸
向

の
穐
脚
は
こ
の
細
則
持
前
か
ら

存
在
し
て
居
た
記
L
/
祈
り
把

に
も
規
摩
砕
あ
っ
た

こ
こ

は

苛
立
､り
利
L
f
,つ
B

(I)
,つ
し
て
貞
事
項

に
見
る
と
月

l
産

､
用
件

の
肩
禁
モ

回
折
r

国
許

I
J
J
F
回

の
定
朝
葦
行

爪
1窄
な
れ
打

て
い
た

,I
_し
JL
J

一
個
恥
脚
え
壊
相
雷
壊
御
座
候
着
香
剤
月
畢

え

卸
聴
渦
壱
ヶ
月

-
舞
茸
崩

､,
え
葡
相
正
可
申
苛
と

奉
頑
候
郊
充
満
え
適
可
申
打
席
硬
仰
凍
候
平

､

人
貞
享

四

､
三

,
十

E
f
･
津
軽
藩
日
記
V

と
竜
え
て
居

る
で
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し
か

し
蔓

戸
中
期

_ニ
入
る
と

琴
聾
庵
が
播

和
し
月

l
度

の
連
銘
で
_
k
I
虐
こ
な
-

一
運
行
増

驚
､
革
帯
常
高
月
十

二
日
こ
甘
五
日

竺
壷

と
私
宅

了

介
軒

香
登

霞

官
麿

六
年
迄
権

い
た
が
こ
の
空

ハ
且

帆
布

の
連
絹
上
出
発
日
が

不
都
合
K
J
禿
る
こ
し

国
許

定
吉
毎
月
十

五
日
何
十

六
白
垂

足
と
廿
九
日
何
節
目
<
小
の
月
は
朔

日
∨
若
草
に
婁
更
し

て
い
る
O

軒
が
竜

野
十

三
年

四
月
に
至
り
寅
び

-
律
厚

に
も
ビ
弓

I

岳
月
十
六
日
御
用

の
零
疎

に
か
か
れ
･n
す
出
正
さ
せ
る
壌

命

じ
て
口
和

′

三

の
韓

も
定
朝
原

音
可

定
雨

脚
』

『
目
立

え
雅
脚

』
TFJ

定

日
碑
脚

』

の
名
で
好

江
で
屠

っ
た
押
出
努
｡]
周

広り
す

L
も
守
わ
出

て
居
ら
ず

タ
グ

の
安
封

LJ&
牢

n.射

た
C

例
え

ば

天
保
六

年

一

察
御
由
差
迫
硬
即
鮭

日
I,T
IJF
努
の
定

日
革
脚

は
Iu･
御
用

ヒ

貯
え

一
月
廿
凡
]Il
に
至
‖
′よ

､つ

¢

く
出
芳
命
今
秋
出
十

二
日
乗
の
千
草

:･1
二
月
斬
日
発
足

し

て
い

る
｡
又
草

野

三

年
三
月
十
五
日
円

の
羅
脚
は

一

出

発
命
令

を
甲

し
た
節
と
吐
萌
し
血

月

三
日
立

っ
て

/̂

胴

て
屠
る

｡･
蓮

華
鳥

目
琵

琶
見
る
k
)
天
神

三
年
正
月

～
T

二
月
向

に
T1_
登
り
厚
が
十

三
阿
1I
J
下
り
犀
が
五

丁
回
選
定

鋒
r
束

_t

摩
り
､
享
年

七

草

_二
は

登

り
厚
三
十
六
回
､

下

=
常
田
千

国
撃
晃
,r
れ
石

q

A

全
確
約

ー二
鼻

て
運

行
回
教

の
嘩

叩
す

る

の
_言

参
勤
交
代

前

硬
の
タ
忙
な
埠

ロ
･
野
内

ヌ
Tn
註
戸
に
何
か
寧
日

の
番

一ヽ■

っ
た

鰐

で
軍

歌
七
年
皿
代
官
政

の
雫

し
た
睦
誹

ご

_ま
国

元

,q
ら
江
戸

に
む

け
十
月
T
Tf
日
､
十
九
甲
,･､
三
十
三
白

､̀

二
十

七
日
と
達
旅

し
て
早
碑
脚
部
立
っ
て
,.,
る
g

∧
話

V
,

侶
卸
間
帝
大

｡
牢
記
私
産
で

皿

･

5謹
軽
藩
日
置
､
章
一〃
六
年
六
月
札
日
東

制

御

用

碍
六
〃

整
定
枢
密
十

甲
.
:

抑
津
軽
裏

白
定

J
禾
鐸
六

等

二
月

千
九
日
琴

曲
仝
名
書

､
婁
孜
三
年
甲
月

千
五
日
賛

㈲全
右
奮

､
安

永
七
年
十
月
<
御

国
日
夏

-
江
戸
日
東
>

米
本
吏

･
註
共
単

に
津
軽
等
日
置
kJ
iG
石
は
徹
す
日
舞

と
す
る
｡
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硬
な
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は
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F
折
代
筒
半

に
専

ら
批
る

現

象
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的

に
象
る

こ
定
日

佃
脚
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把
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夕
〈
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塵
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健
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出
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守
机
で
は
聴
脚

の
達
彦
澄

一
路
i
J
H
位
だ

っ
た
だ
ろ
う

か

｡
荊
正

の
仰
く
江
戸
､
敷
瓦
甲
+Ti
百
八
給

田
里

､二

役

嵐
行
着
で
六
軒
十

ヒ
日
-
廿
日
J
参
撃
雫
代
の
行
列
は
十

托
白
-
⊥

一
十
日
管
整

し
て
い
る
｡

醒
脚

の
盈
席

を
芳
田

に
見
て
行
く
と
電
匠
札
年
憎

に
澄

大
日
琴

と
筆
顕
に
十
テ
-

十
三
日
の
日
常
を
定
竺

-
雇

=
′

二
の
四
六
日
-
凡
日
東
モ
tF
苧
･ス
毎
朝

』
十
日
I
十
三
日

l■一

坂

を
『
酵
雅
樹
』
と
華
し
て
い
執
二

人
忙

千
草

頁

の
規

.I..1hロ
定

に
は
六
日
揮
が
.LP
′＼
七
日
-
十
日
筋
違
が
『

寧
ろ
雅
脚

』
と
な

っ
て
い
る
｡
六
日
革
で
ほ
ほ
iJ
丸
山ItL
命
へ
て
了
る
r
)

と

が
な
かっ
た
虜
で
は
な
計
ろ
う
/q
へ二

雪
季
節

的

に
見

る
kJ
貫

と
冬
k
)で
侍

所
寧
日
野
上
土
日
琶
襲
予

芝
か
葦
-

料
金
面
で
も
冬
が
割
高

iJ
･LITt
(ノ
て
い
る

､
<
到
要

市
野
>

絢

帰
脚

H
tア
上
下

路
将

軍
寅

九
･園
七

可

六ど＼ノ九

日 日 日日

堰振液撮

十
･三
･十
一盲
板

両

州幸

せ
文
旦

合

i--ll-ll-ト･I
Ii--
1-!--1↓1-号一日t-一--

1二

:I.
二

二

叩

l

二

三

I二

.

〇
二
二
…
二

一

M
L
..qI.t卜

_tILlIー
.,王

冬
､

ーL.■tー

11一t一11一一-.

面

;
歩
ご
末
日

t■一rl～･1-1..Int1.-!…T..'~.t一.!～ll

三

l

〓

‥
≡

七一 t:

葡
同
格

･
重
た

地
盤

二
の
様

な
甥
定
に
甚
き
出
発
の
際

予
定
日
教
が

碓
脚

に

余
せ
ら
出
石
が
里
東
上
茸
.
重

三

t
年

の
浬
庭
番

白
岩
を

腎
石
に

丁
目
-

三
月
頂
ii_
十

二
日
I
十
三
日
LA
が
タ
く
､

夢
環

に
は
八
日
I
十

t
日
程
庫

の
日
夜
で
走
る
畢
香
車
双

ノヽ

し
て
い
る
O

ヱ
机
良
筆

ノ
七
草
互
蒼

空

蒜

丁
年
l石

に
出
さ
打

た
法
令
に
季
節

及
び
所
要
【ロ
教
具
は
ご

罫
す
る
｡

し
か
し
論
争
遍
-
の
日
額

で
漫
行
す
る
の
ぼ
宣
'C
な
か

国
家
千
二
花
束
二
軍

の
帰
島
史
料
の
許
す
蚤
困
内
で
そ
の
状

況
モ
更
ス
i
L
､
余
や
yl
;
<
た
日
数

で
走
っ
た
も
の
は
≡
F

蕎
国
第
着

の
掲
合

十
例
中
五
例
で
､
,iJ
の
す
べ
て
が
町
月

か
Jh
凡
月
迄

の
好
天
気

仁
恵
ま
=
た
折
節

に
連
行
さ
い
て

香
り
､
秀
刃

の
五
回
は
二
日
か
ら
七
日
程
度
の
違
41
モ
乾

せ
て
居
石
Q.

こ
こ
に
博

々
の
軍
行
状
況
の
実
例
を
上
げ
て
覚
る

こ
窒

采
七
年
十
日
十
八

日
厚
狭

竺
掃
気
重

森
町
名
宰
領
周
は
｢

E
L
日
tL/
も
五
日
で
も
良

い

｣
と
の
超
ス
ピ
ー
ド
を
専
釆
r
J

H

て
居
る

｡
矢
車
の
頂
合
萩

B
日
と
い
う
日
教
育
府
石
出

し
是
が
せ
た
の
で
市
巧
う
Q

人
数

も
三
人

-
観
ヒ
し
て
出

発
さ
せ

て
い
る
が
草

戸
に
着

い
た
の
応
札
日
額
で

､
赴
菅

菅
土U
っ
て
翌
日
出
正
し
た
飛
脚
と
ほ
ぼ
同
時

に
到
着

し
て
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糊

,>
る
u

兎
廼
逓
崩

･LT6
ご
と
雫
り
憩
条

件
の
中
モ
走
る
の
で
あ
る

i

.,:
様

々
な
困
茄

に
直

面
し
た
こ
と

は
春
山分

に
栽
像
出

雲

t･rJ
J

a天
和
三
軍

丘
nr
r
先

口
T
Tで
稚
郷

.L1
迫

が
汀

の
飛
脚
が

発
せ
ら
れ
隊
内

で
迫

つ
き
学

の
僻
路

t
人
井
円
を
煩

･iT
い

化り

つ
,L
に
碑

が
蘭

L!
重

'遠

の
止
小し
な
*
)
に
至

｢
て
屠
り

･

主

索
六
年
九
月

二
十

二
日
コ

戸
賓

の
惟
榊

の
内

一
名
士)
寒
中

.9

病

気

r1
/Lfr
っ
て
い
る

O

一空
三

t
等
十

一
月

二
十

三
日
TT]
m

板

の
予
定

で
ユ
戸
モ
出
発

L
L
)
解
脚

は
途
中

〓
市
が
準
病

弄
り

の

一
名
が
走
行

し
た
が
大

要
と
栗

木
の
た
れ

董
持
し

十

六
m
雷
撃

ふ

tf
.つ
じ
て
国
許

に
た
ど
り
着

-/
価

冬
季
閲

の
轟
軍

は
貴
幸

/

転

相
を
蓋

し
新
た

も
の
L
,
天
和

ir
LL
5T

二
二
千

/
冒
せ
エへ
だ

ユ
/
戸
発

の
解
卿
は

雪

尿
打

の
義

全

山
ー

大

=;
で
各

一
日
逗
鍾
十と
貧
常
句

く
Y
rH
案

に.
十
-
亡

日
吉
零

.(-Jn

し
て
い

私

O

全
裸

1
7例

と
し
て
貞
享

皿
年
正
月
山
原
-
苅

1('

羽
野
固

雪
駄

の
為

L
n
j
lニ
-
五

雲
霞
委

し
か
息
め
す

葺
戸

州

出
発

後
十
⊥
ハ
日
暮
で

国
許

に
到
着

し
十に
醗
卿
も
布

石

へ
r

以
上
は

㌻
屯
苦
萌

し

て到
毒

し
任

務
を
宕

丁
し

た
刑
で

あ
る
が

-
室
奪

六

年

二
月

二

十
三
日
付
江
R
.
定
形
御
商
人

の
拐
合

､
千

一
審

の
堪
十
ヒ

日
原

で
三
月
札
冒

国
許
毒

､

あ

ま
=

の
,CE
里
雪

_ニ
押
寓

の
詔
置
が

こ
Jり
杜
た
ヒ日
記
鋭
さ

S

八

て

い
る

｡

∧
註

>
附
御
用

棒
⊥
へ
.

零

記
乾
<TT.g
T

皿
､
簡

政
江
年
回

七

月

切洋
柊
ニ
ー#
日
記

二

八
化

iI
年

二
円
廿

l八
日
幕

別同
后
嚢

､
窒
L

で
茸

五
目
十
､一ハ
日
東

瑚
前

章

蓋

即
参

照
D

闇
津
野
語
日
夏
､

天

草t
三

年

二
月
三
日
条

鎚
珂
石
宙

J
筆

先
こ
茸
十

円

二
日
零

細
筒

石
菅

､
恵
三

.t
等
固

十

一
月
T(
日
莱

制
同
右
書

､
責

四

三

耳

ll
nr
十

三
日

肇

例
同
LE)書

､
嘩
孝
B
卑

正
司
十
m
日
章

昭
両

石
富
ー
窒
永
六
年

三
弓
十

一
日
章

山

草
冥
雅
樹
に
予
定

日
萩
を
守
ら
せ
る
薦
葡

tJ
の
対
策
が

出

r
)れ

て
居
る

Q
寓
搾

四
年
十

一
月
rr
目
口

津
軽
藩
ti]
髭

に
は
J
P
往
事

の
確
聞

に
苅

し
廻
田
な

く
勧

め
る

こ
と
ぞ

命

じ
て
呂
-

､
更

に
下
っ
て
空
電

と
茸
五
月
十
六

日

に
は
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.
細
部

に
わ

た
る
遅
延

翫

止
欝
が
打

ち
得

て
l
机
た
Cl

二
日
苦

k
)
要
約
す
る

に
､

狛

予
定
よ

-

早

く
着

い
た
竃

lL
は
寄
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